
 

 

 

 

 
     

体験で語る説得力 

校長 片山 順也 

 

日々のルーティンとして各学級を短時間ずつ回っ

て、子供たちの様子を確認していますが、各学級とも

学期に１回は、「授業観察」として１時間（４５分間）

続けて一つの学級にとどまり授業の様子を見ていま

す。 

２学期の初めに５年生のある学級で授業観察をし

ている際のことです。国語の「話すこと・聞くこと」

の単元「どちらを選びますか」の学習でした。小学５

年生を含む家族旅行の行き先を、海にするか山にする

か悩んでいる先生に、どちらが良いかをすすめるため

に、海派と山派の立場に分かれて班で理由とともに意

見を述べ合うという学習活動です。 

この授業観察の前に、学級担任から、一つの班の話

し合いの様子を見て、海派と山派のどちらが説得力が

あるかについて判定をしてほしいと依頼されました

ので、一つの班の近くで話し合いの様子を見ていまし

た。私が見ていた班は、山派より海派の方が約二倍の

人数でしたので、「山派は人数が少ないけれどがんば

れ。」というやや判官びいきな気持ちももちながら話

し合いの様子を観察していました。 

この班では、海派も山派も理由を基にしっかりと意 

 

 

 

 

 

 

 

見を述べ合ってどちらも説得力があり判定は難しか

ったのですが、最終的には海派に軍配を上げさせてい

ただきました。 

判定の決め手となったのは、海派から自分の体験を

基にした意見が複数出たことでした。以前にきれいな

海に行った体験や、学校での水泳授業での体験など、

具体的な体験を基にした意見から強い説得力を感じ

ることができたのです。 

意見を述べる際に、根拠として数値データを基にし

たり、参考文献から引用したりすることなどがあると

思いますが、自身の体験を一つの根拠として語ること

は大変説得力があるということを５年生の子供たち

の話し合いの様子から改めて感じました。 

思い返すと、自身の体験を基に話をすると、子供た

ちは、ふだんより興味をもって前のめりに話を聞いて

いることが多いものです。 

まだ、経験が少ない子供たちには、たくさんの体験

をしてほしいと思っていますが、私たち大人も、いく

つになっても体験を重ねて、子供たちに力強く語りか

けていく必要があると考えています。 
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中村小だより 

《10月の生活目標》 
『すすんで仕事をしよう』 

  ２学期が始まり各教室では新しい係活動が始

まり、張り切って仕事に取り組む子供たちの姿が

見られます。学校では、学年に応じて任された仕

事（当番活動、係活動、委員会活動など）があり

ます。任された仕事を“自分の役割”として捉え、

進んで仕事をし、最後まで責任をもって取り組も

うという気持ちを育てていきたいと思います。 

 

《はだしウィークついて》 

 １０月 1０日（土）の運動会後に業者の方が冬

芝の種まきをします。 1１日（日）・1８（日）は予

備日となっています。 

１０月 1４日（水）～2４日（土）まで「はだしウ

ィーク」の期間となり、休み時間ははだしで遊びま

す。はだしウィーク期間中、外で遊ぶ場合は足を

拭くタオルを持参してください。   なお 1４日

（水）～2４日（土）の期間、利用団体は芝生部分

の使用ができません。 

 

 



　10月行事予定　　　　

日 曜 予　定

教育活動

1 木 都民の日

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火 全体練習

7 水 （全体練習予備日）

8 木 運動会リハーサル

9 金 運動会前日準備

10 土 運動会

11 日 （運動会予備日）

12 月 スポーツの日

13 火 振替休業日

14 水 はだしウィーク(～10/２４)

15 木

16 金 １年遠足

17 土

18 日

19 月 避難訓練（3校時）　　読書月間（～11/14)

20 火 5年移動教室説明会（体育館・15：00）

21 水 校区別協議会

22 木

23 金 （1年遠足予備日）

24 土

25 日 中村東ふれあいフェスタ

26 月

27 火 就学時健診（13：15～）

28 水 開校記念集会（中休み）　クラブ活動

29 木

30 金 2年遠足

31 土


